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ラセ、（p.138下段 l.19～ p.139上段 l.4）
聖会の掟が書かれていな
い。
サイゴノトキワ
ツクワイヲオコサヨソスレバ
サイゴノトキワ、ツウクワイヲオコ
サセヨ。（p.139上段 l.4）
命令形ではない。
③
六ト五ト七トワケテコレニソ
ヤウニツトメテオリマスレバタ
ス
カリマシヨ
ソノトヲリスレバ、タスカルマシヨ。
（p.139上段 l.6）
「六ト五ト七トワケテ」
という記述はない。
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③
コレカラ六七メニワカラノ
クニヨリパテルトイフモノカク
ロフネ
ニノリテクルカラソノオシヘニ
シタガヘ
ヨトイーマシタ
コレカラ七ダイメニワ、カラノクニ
カラ、クロイフネニ、パテルトイフ
モノガキマス。ソノオシヘニシタカ
イテ、タスカルヤウニト、（p.139
上段 l.6～ l.10）
「六七メニワ」と「七ダ
イメニワ」という点が違
う
ソレカラ七ネン
モカンゴクニオカレ
天主教ヲマモルタメニ、ナンベンモ
セメニアイ、カンゴクニイレラレ、
ウエヲシノギ、（p.138下段 l.7～
l.9）
監獄に入れられた年数
や、どのようにして飢え
を凌いだのか、責めに
あった回数などは原文の
ように詳しく書かれてい
ない。
四年ワシンセキ
ヨリヨルタベモノヲモツテキマ
シタ
カタクキンゼレイルフガテキマ
セヌ
カンゴクノクサヲクイマシタソ
レデ
十ベンアマリモセメニアイマシ
タ
一ドモステマセン 天主サマヲイチトモステマセン、
（p.139上段 l.22～下段 l.2）
「天主様」がある。
④
ソノトキコテイガ
ザンコクニシテセメサスガ
なし
サムライ
ジサスセヨトイーマシタワタク
シドモワ天主教ヲホウズルモノ
ナレバワガコモ人ノコモコロシ
マセヌ
ナンジラノテニコロセヨトイー
マシタ
サスガサムライ、セツプクセヨトイ
ワレタワタクシトモワ、天主教ホウ
ズルモノデ、ケシテ、ジサツシマセ
ン。人ノコモコロセマセン。ナンジ
ラノ手ニテコロセトイウテ、（p.138
下段 l.9～ l.15）
「ジサスセヨ」が「セツ
プクセヨ」となっていた
り、「ワガコモ人ノコモ
コロシマセヌ」が「ケシ
テ、ジサツシマセン。人
ノコモコロセマセン。」
となっているなど若干表
現が違う。
ツマノマリアトイフモノガステ
シンタデナイカトオモイ
コレワ、ワタクシノオカマガ、ワタ
シノタメハハト、チジアネニタノン
テシニマシタ。（p.139上段 l.14～
l.16）
妻が登場し、亡くなった
という点は共通してい
る。
マキノニ
ユキヒルワヤマニシバゴヤヲツ
クリ
なし 柴小屋を作り、祈ったと
いう記述は見られない。
コーテオシヘ なし
ヨルワワカイヱノサシキニ
三尺マヲツクリテイノリ
なし
九いま（万か）
九千センベントナヘタレイコン
ガ
アラワレテ
なし 霊魂が表れたという記述
はない。
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⑤
ソンナニシンバイセズト
ヨロシワタクシトモワイノチモ
タカラモクライモミナステサゝ
ゲタカラスグ天国ヘユキ
マシタアンシンナサイトイーマ
シタソ
ナデマシタ
◦シンバイスルナ。天主ノオクニイテ
オルト、（p.139上段 l.4.）
◦タカラモ、クライモ、イノチモササ
ゲテイツモ、天主サマヲイチトモス
テマセン、シニマシタソノツマニ
ワ、母ニカシラセタ。（p.139上段 l.22
～下段 l.2）
霊魂ではなく、母が知ら
せている。そして、撫で
たという記述は見られな
い。
六タイメノマゴニモイーマシタ なし
セイフランセスコノスヱニイマ
ノ
シンプサマノゴトクノシンプサ
マガタ
トオリマシタ
なし
サツマノハタモト
トヨリ大村トノサマヘウツサレ
十年カンアンシンテツトメタ
コノミカエルトイフモノワ、大村主、
サツマ王ノハタモト、サツマヨリヨ
シニモロワレキタモノデアリマシタ。
（p.139上段 l.18～ l.20）
「十年カンアンシンテツ
トメタ」という記述はな
い。
⑥
ソノトキノコーテイガザンコク
デ
なし
十ベンモセメニアイマシタ ナンベンモセメニアイ、（p.138下
段 l.7）
回数までは書かれていな
い。
一ドモ
ステマセン
タカラモ、クライモ、イノチモササ
ゲテイツモ、天主サマヲイチトモス
テマセン、（p.139上段 l.22～下段 l.2）
天主教を捨てなかったこ
とと、宝も位も捨て命を
捧げたことの順番が逆に
なって書かれている。
オクノタカラモクライ
モステゝイノチヲサゝゲマシタ
スグ天国ヘユキマシタ 天主ノオクニイテオルト、（p.139
下段 l.4）
天国に行ったという内容
は同じだが、表現が異な
る。
ソレデ
ヨクマモレヨト
シソンワ、ヨクマモリテクダサレ
ヨ。（p.139上段 l.12）
「シソンワ」が入り表現
が異なる。
「先祖書き」と『山本家文書』「先祖の遺言」との
比較から以下の７つのことが明らかになった。
①「先祖書き」「先祖の遺言」ともに、ミカエル
の３つの遺言の内容がほとんど同じである。
②「先祖の遺言」ではミカエルは薩摩領主の旗本
で、大村領主の養子となったとある。「先祖書
き」の後半には、「サツマノハタモトトヨリ大
村トノサマヘウツサレ」とあり、ミカエルは薩
摩の旗本で、大村の領主に養子として貰い受け
られたと解釈でき、表現は異なるが、同じ内容
だと思われる。
③「先祖書き」には監獄に入れられていた時に親
戚が食べ物を持ってきたという記述があるが、
「先祖の遺言」にはない。しかし、責めにあ
い、飢えを凌いでいたという内容は共通してい
る。
④「先祖書き」「先祖の遺言」共に、侍が自殺を
迫る内容が全く同じである。
⑤「先祖書き」ではミカエルの妻が亡くなってい
るが、「先祖の遺言」では遺言を書いた人物の
妻が亡くなっている。しかし、妻が亡くなって
いるという点では共通している。
⑥「先祖の遺言」には、牧野で柴小屋を作った
り、家に三尺間をつくって祈りをささげたりし
たという内容はない。そして、霊魂（妻か？）
が表れるという記述もない。
― 49 ―
現代カトリック家系に伝わる「先祖書き」について　― 比較から見たバスチャン伝説との関連性への試論 ―
⑦ほとんどの内容がほぼ同じであるが、妻が亡く
なった後の記述が大きく異なっていた。
６．結論
　「先祖書き」の前半部分では、ミカエルの遺言
と、ミカエルが監獄に入れられ攻めにあったこと
が書かれている。前半の内容は、「先祖の遺言」
の内容とほとんど同じであり、黒船に乗ってパテ
ル（神父）が来るという遺言はバスチャンの遺言
にもあった。　
　また、「先祖書き」の後半では、ミカエルの妻
であるマリアが亡くなったと思い、牧野で柴小屋
を建てて祈り、霊魂が現れたことと、ミカエルの
出自が書かれている。祈りを捧げたことで霊魂が
現れるという内容はバスチャン伝説によく似てお
り、ミカエルの出自に関しては「先祖の遺言」に
も書かれていた。
　このように、「先祖書き」にはバスチャン伝説
と「先祖の遺言」の影響が想定できる。このこと
から、既に存在したミカエルの遺言の伝承にバス
チャン伝説の内容が加わったと考えることができ
るし、またその逆で、バスチャン伝説の内容にミ
カエルの遺言の伝承が加わったとも解釈すること
ができる。
　潜伏キリシタンの伝承に関する史料・資料は現
存するものがあまりない。さらに、本稿のように
潜伏キリシタンの伝承に関する一次史料同士を比
較した例も初めてである。そのような意味で、伝
承の記述的な報告だけではなく、「先祖書き」を
バスチャン伝説と比較した本稿は意義があると言
える。
　潜伏キリシタンの伝承の系統的調査を続けるた
めに、今後、潜伏キリシタンの移住元である長崎
市外海地区、移住経路と想定される江島、平島、
上五島などで同様のことをおこなっていこうと考
えている。
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